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山の芋の作り方 株式会社佐藤政行種苗

萌芽初め

地　　　上 ←←←　　茎葉伸長期　　→→→ ←←←←←　　　　　　　　　茎　葉　繁　茂　期　　　　　　　　　→→→→→ ←　茎葉黄変期　→ ←←枯葉

地　　　中 ←←←新芋形成期→→→ ←←　新　芋　肥　大　期　→→ ←←　新　芋　充　実　期　→→ 収穫

環　　　境 ←←　　乾燥・過湿が新芋の形等不整形の原因　　→→
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←←←←←　　　　　　　　乾　　燥　　気　　味　　　　　　　→→→→→ ←←←←←　　　　　　　　　適　　　　　　湿　　　　　　　　→→→→→
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肥 料 名
保 証 成 分 ％ 施 肥 量

備 考
窒素 リン酸 加里 苦土 ｋｇ（１a当り）

25 三要素の他ホウ素を含む
た い 肥 200

3.7 1.6 12.5

完熟したものを使用
スー パー ユー キ３ ０号 10 10 10

魚かすが原料で即効性。食味・糖度向上
シェルカンネオ又は若土 20 カルシウム補給・土改材
ユ キ パ ー （ 追 肥 ） 4.5

5 リン酸補給。
G セ ブ ン 17 2

15

苦土補給（元肥）
ヨ ウ リ ン 20 12

葉面散布剤。３～４回散布・５００倍で使用
有 機 バ イ オ 液 肥 0.96 0.07 0.94 葉面散布剤。１０００～１５００倍で使用

鮮 緑

種いも （１ａ当り２５ｋｇ）※種いも選別は出荷前に行う。

●個体重５０ｇ～１００ｇの形状丸型で表皮のなめらかなものを選ぶ。

畦立て・マルチ
●図に従って畦立てマルチを行う。マルチは地温上昇、水分保
持、雑草防止のため植付７日前には終わり地温を高めておく。
穴あきマルチ（０．０２Ｘ９５Ｘ２００）。
●地温が低いと萌芽が悪く、種芋が腐る可能性があります。畑の準備

●肥沃な排水の良いところを選ぶ。

●土壌線虫や病害の発生の多いところは避ける。

施肥
●吸収根は表層に多く分布することから、元肥は全面散布し、全面
耕起します。１ａ当たりの施肥量は、成分量で窒素・リン酸・カリとも２．
５ｋｇ前後とします。堆肥は完熟したものを使用し、１ａ当たりの投入量
は２００ｋｇとしします。
●土壌改良資材として、シェルカンネオ又は若土２０ｋｇ、ヨウリン５ｋｇ
を１ａに施用します。

施 肥 例 （１a当り）

管理

●支柱を各畝に１条直立に立て、高さ２ｍ位にネットを張る。

●除草剤は植付け直後に土壌処理剤を全面使用し、生育中は茎

葉処理剤を畦間散布する。

●追肥は７月中旬～８月上旬にかけ、２回ほど行う。

※乾燥する圃場では、芋の肥大が悪くなります。


